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3０ コプノメイガの発生生態と防除町，

水稲の移植時期別に見たコブノメイ ガの発生生態と防除要否

分類 ②

試験研
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場所筑紫野市吉木福岡農総試場内圃場
概要品種：「日本晴」及び「コシヒカリ」、移植月日：下表参照

施肥･管理:場内慣行'栽皇培、防除：無防除、面積：2.1～３．０ａ

*は「コシヒカリ」、その他は「日本晴」
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２毎日定刻に供試虫の生死を調査。２齢に達した個体は生存、
亡した個体は死亡として、ふ化幼虫生存率を求めた．

試験方法
１発生及び被害前

（１）試験場所
（２）耕種概要
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注）

（３）調査方法
成虫密度ｉ
被害状況：

２移植時期が異
（１）試験場所野
（２）耕種概'要１
（３）調査方法名
一産卵数を調査。

３水稲の生育時
（１）供試水稲

２葉）を供試
（２）供試虫場

を各３０頭を供
（３）飼育条r件

で飼育した。
（４）調査方法
齢に至らず死

Ⅱ

要飛来波（平年７月中旬）が出穂期に近く、飛来後第
よる被害はきわめて軽微であるため、コブノメイガに

ど飛来成虫の定着密度は高いが、飛来後第１

量第,及び2世代幼虫による被害は少ない。
水稲では飛来後世代成虫密度が低下すること、
虫生存率が低くなることが考えられる。
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主州要成果の概要
早期コシヒカリ
世代及び第２世
する防除の必要

生育ステージ
～２世代成虫密

生育ステージ
この要因として
産卵数が減少す
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‘主要成果の具体的データ
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注）成虫密度のアンダーライ ン部は飛来成虫を示す。

注）８月３０～３１日に調査した。

成果の評価と取扱上の留意点
-,プノメイガ防除の指導資料として活用できる。

今後の研究上の問題点
市申塞麿に上る次世代幼虫の被害予測法
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